
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
期
教
育
修
了
式
の
翌
日
に
、
約
４
時
間
車 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
揺
ら
れ
千
僧
駐
屯
地
に
着
隊
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道
中
に
考
え
て
い
た
こ
と
は
、
新
し
い
環
境 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
う
ま
く
溶
け
込
め
る
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

着
隊
当
日
か
ら
基
本
動
作
の
確
認
・
復
習
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

行
い
、
そ
れ
か
ら
数
日
し
て
職
種
に
関
す
る
新 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
い
こ
と
を
学
び
そ
れ
を
実
践
し
て
い
く
事
か 

ら
後
期
教
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。
日
々
訓
練
を
行
い
生
活
し
て
い
く
内
に
、 

新
隊
員
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
も
出
て
く
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ 

の
意
見
の
食
い
違
い
等
や
、
情
報
の
共
有
や
声
か
け
の
不
徹
底
か
ら
く
る
失 

敗
か
ら
指
導
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
、
情
報
共
有
と
声
の
か
け
あ
い
の
重
要 

性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
団
結
が
高
ま
っ
た
と
も 

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
後
期
教
育
で
の
専
門
教
育
を
受
け
、
各
職
種
の
新
隊
員 

が
自
分
達
の
職
種
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
る
と
も
思
い
ま
し
た
。 

 

後
期
教
育
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
教
育
を 

担
当
し
て
下
さ
っ
た
教
官
、
助
教
の
方
々
か
ら
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
事
は 

全
て
芯
を
と
ら
え
て
お
り
、
心
・
技
・
体
の
ど
れ
も
が
伸
び
た
よ
う
に
感
じ 

ま
す
。
こ
の
教
育
期
間
で
学
ん
だ
事
、
感
じ
た
事
を
活
か
し
部
隊
で
即
戦
力 

と
な
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。 

 
 

 
 

一
面 

新
隊
員
後
期
「
需
品
」
・
「
衛
生
」
教
育
入
隊
式 

 
 

 
 

二
面 

＃
１
連
隊
集
中
野
営
訓
練 

 
 

 
 

三
面 

＃
１
師
団
訓
練
検
閲
支
援
、
応
急
出
動
準
備
訓
練
、
方
面
統
合
防
災
訓
練
（
Ｊ
Ｘ
Ｒ
）
等 

 
 

 
 

四
面 

駐
屯
地
納
涼
行
事
参
加
、
師
団
ベ
ス
ト
戦
士
紹
介
、
成
績
優
秀
者
紹
介
等 

 
 

 
 

五
面 

人
事
往
来
（
定
期
昇
任
、
定
期
表
彰
、
転
出
入
） 

 
 

 
 

六
面 

定
年
退
官
者
紹
介
、
井
上
和
彦
氏
再
来
隊
、
４
コ
マ
漫
画
等 

 

式
に
は
、
連
隊
Ｏ
Ｂ
会
長
を 

は
じ
め
多
数
の
来
賓
及
び
新
隊 

員
ご
家
族
の
出
席
を
得
て
、
溌 

剌
と
し
た
中
に
も
厳
か
に
挙
行 

さ
れ
た
。 

 
連
隊
長
は
式
辞
の
中
で
「
教 

育
を
通
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種 

の
有
技
者
と
し
て
、
技
術
的
に 

も
人
間
的
に
も
信
頼
さ
れ
る
べ 

く
、
自
ら
に
資
質
を
高
め
る
た 

め
、
常
に
勉
学
に
励
み
、
体
力 

を
鍛
え
、
何
事
に
対
し
て
も
積 

極
的
に
溌
剌
と
取
り
組
み
、
た 

と
え
い
か
な
る
困
難
に
直
面
し 

て
も
『
生
せ
ば
な
る
』
の
気
概 

を
も
っ
て
一
歩
一
歩
『
前
へ
』 

進
ん
で
も
ら
い
た
い
。
（
要
旨
） 

」
等
と
要
望
し
た
。
ま
た
、
連 

隊
Ｏ
Ｂ
会
会
長 

川
端
氏
は
経 

験
談
を
交
え
、
「
同
期
の
絆
を 

大
切
に
、
励
ま
し
あ
っ
て
最
後 

ま
で
全
員
で
教
育
を
終
了
で
き 

る
よ
う
頑
張
っ
て
下
さ
い
。 

（
要
旨
）
」
等
と
述
べ
、
新
隊 

員
を
激
励
さ
れ
た
。 

 

新
隊
員
後
期
教
育
入
隊
式
か 

ら
２
ヵ
月
、
元
気
い
っ
ぱ
い
で 

暑
い
夏
を
乗
り
切
り
、
凛
々
し 

さ
を
感
じ
る
新
隊
員
は
ま
も
な 

く
修
了
式
を
迎
え
る
。 

六    甲  第５１号 ２０１３年（平成２５年）８月３１日 １ 

平成２５年３月新隊員特技課程及び第６期一般陸曹候補生課程  

後期「需品」・「衛生」教育入隊式 

後期入隊式から約２ヵ月が経って 

２等陸士 四方田 大輔（衛生教育隊） 
後期入隊式から約２ヵ月が経って 

２等陸士 金子 暁真（需品教育隊） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

早
い
も
の
で
、
後
期
教
育
も
約
２
ヵ
月
が
過 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

着
隊
当
初
は
、
前
期
教
育
と
異
な
る
点
も
あ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

り
、
新
し
い
環
境
の
下
で
う
ま
く
や
っ
て
い
け 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
か
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
同
じ
志
を
も
っ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

た
同
期
20
名
と
過
ご
す
日
々
は
、
毎
日
が
刺
激 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

的
で
と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
炎 

天
下
で
の
訓
練
、
厳
し
い
事
や
辛
い
事
も
あ
り
ま
す
が
、
共
に
歯
を
食
い
し 

ば
っ
て
頑
張
る
同
期
の
姿
に
何
度
も
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
き
っ
と
私
だ 

け
で
は
な
く
皆
も
同
じ
気
持
ち
で
訓
練
に
励
ん
で
い
る
も
の
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
担
任
官
の
衛
生
隊
長
を
は
じ
め
助
教
の
方
々
の
熱
く
厳
し
い
中
に 

も
愛
の
あ
る
御
指
導
の
お
か
げ
で
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
衛
生
科
隊 

員
へ
の
階
段
を
一
歩
ま
た
一
歩
と
上
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。 

 

我
々
衛
生
教
育
隊
20
名
は
、
あ
と
一
ヵ
月
も
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊 

へ
配
置
と
な
り
ま
す
が
、
配
置
先
で
衛
生
科
隊
員
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い 

よ
う
、
残
り
少
な
い
教
育
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
全
員
で
一
丸
と
な
り
互 

い
に
知
識
・
体
力
・
団
結
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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六 

甲 
 

 「需品」教育隊   「衛生」教育隊  

 訓練風景（衛生）   訓練風景（需品）   連隊長に申告する新隊員  

 
連
隊
は
平
成
25
年
７
月
３
日
（
水
）
、
千
僧
駐
屯
地
音
楽
隊
講
堂
に
お
い
て
平
成
25
年
度
３
月 

新
隊
員
特
技
課
程
及
び
第
６
期
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
後
期
「
需
品
」
「
衛
生
」
計
32
名
の
教
育 

入
隊
式
を
挙
行
し
た
。 

 記事内容  



六    甲  （第５１号） ２０１３年（平成２５年）８月３１日 ２ 

 ＃１連隊集中野営訓練  
 

今
回
の
野
営
は
、
移
動
及
び
展 

開
（
偵
察
先
発
要
領
）
、
警
戒
自 

衛
戦
闘
（
拠
点
的
防
御
要
領
）
、 

築
城
（
掩
蔽
部
）
を
主
要
演
練
項 

目
と
し
、
２
夜
３
日
の
一
連
の
行 

動
を
実
施
、
最
後
に
約
19
㎞
の
徒 

歩
行
進
訓
練
を
完
行
し
た
。 

 

各
部
隊
は
、
２
夜
３
日
の
中
で
、 

展
開
し
た
各
Ｃ
Ｐ
、
整
備
所
、
救 

護
所
等
の
施
設
天
幕
や
重
レ
ッ
カ
、 

有
蓋
車
、
大
型
ト
レ
ー
ラ
、
野
外 

手
術
シ
ス
テ
ム
車
等
の
車
両
及
び
、 

身
体
等
の
偽
装
を
行
い
、
警
戒
自 

衛
戦
闘
の
た
め
の
築
城
等
を
全
隊 

力
を
も
っ
て
行
っ
た
。 

 

連
隊
長
は
「
拠
点
的
防
御
の
研 

修
」
、
「
浄
水
セ
ッ
ト
に
よ
る
水 

の
逆
浸
透
」
、
「
大
型
ト
レ
ー
ラ 

等
の
車
両
偽
装
」
、
「
搬
送
患
者 

の
受
け
入
れ
」
等
、
各
部
隊
が
特 

性
を
踏
ま
え
計
画
し
た
訓
練
を
視 

察
す
る
と
と
も
に
、
態
勢
完
了
し 

た
部
隊
の
巡
回
指
導
を
実
施
し
た
。 

 

ま
た
、
各
部
隊
か
ら
人
員
を
差 

し
出
し
て
、
掩
蓋
材
を
使
用
し
た 

本 

部 

付 

隊 

第
１
整
備
大
隊 

第
２
整
備
大
隊 

補 

給 

隊 

輸 

送 

隊 

衛 

生 

隊 

 青野ヶ原演習場を行進する連隊  

 浄水セットによる水質検査  

 連隊除染所を開設   掩体構築  

 車両偽装  

 重機関銃対空陣地  

 患者搬送及び受け入れ  

待
避
壕
を
構
築
。
作
業
は
施
設
幹 

部
指
導
の
下
進
め
ら
れ
、
概
成
後
、 

施
設
幹
部
の
説
明
に
よ
る
認
識
の 

統
一
を
図
り
、
作
業
に
携
わ
っ
た 

隊
員
に
と
っ
て
成
果
の
あ
る
訓
練 

と
な
っ
た
。 

 

状
況
終
了
後
の
徒
歩
行
進
訓
練 

で
は
、
疲
労
が
蓄
積
す
る
中
、
行 

進
訓
練
に
参
加
し
た
全
隊
員
が
完 

歩
し
、
行
進
距
離
が
伸
び
る
第
２ 

次
連
隊
集
中
野
営
に
向
け
、
一
つ 

の
自
信
と
な
り
、
本
野
営
の
任
務 

は
達
成
さ
れ
た
。 

 掩体に入って現場指導する連隊長  

 ２次掘開後、掩蓋材を乗せる  

 施設幹部による説明  

 

連
隊
は
、
平
成
25
年
６
月
７
日
（
金
）
か
ら
10
日
（
月
）
の
間
、 

青
野
ヶ
原
演
習
場
に
お
い
て
、
第
１
次
連
隊
集
中
野
営
を
実
施
し
た
。 



 

連
隊
は
平
成
25
年
７
月
17
日
（
水
）
か
ら
19
日
（
金
）
ま
で
の 

間
、
応
急
出
動
準
備
訓
練
を
実
施
し
、
出
動
に
か
か
る
意
識
改
革 

と
即
応
態
勢
の
強
化
を
図
っ
た
。 

 

訓
練
は
17
日
、
千
僧
駐
屯
地
所
在
部
隊
を
対
象
に
午
前
９
時
状 

況
開
始
、
後
各
部
隊
は
そ
れ
ぞ
れ
応
急
出
動
の
各
準
備
（
①
出
動 

車
両
へ
の
隊
荷
の
積
載
、
②
事
務
室
・
営
内
等
の
保
有
品
の
区
分 

・
整
理
、
③
各
施
設
の
遮
光
処
置
、
④
補
給
品
（
弾
薬
）
受
領
、 

⑤
基
礎
資
料
の
作
成
・
整
理
、
⑥
精
神
教
育
の
実
施
、
⑦
個
人
携 

行
品
の
準
備
、
⑧
遺
書
の
作
成
、
⑨
隊
容
検
査
等
）
を
計
画
に
基 

づ
き
整
斉
と
行
っ
た
。
状
況
開
始
か
ら
24
時
間
後
の
18
日
午
前
９ 

時
、
連
隊
は
南
側
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
出
陣
式
を
実
施
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

そ
の
後
、
連
隊
長
に
よ
る
各 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

部
隊
の
準
備
状
況
（
車
両
・ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

武
器
庫
・
施
設
等
）
の
点
検 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
行
っ
た
後
、
状
況
を
終
了 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
、
各
部
隊
は
そ
れ
ぞ
れ
撤 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

収
・
復
旧
に
取
り
か
か
っ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

訓
練
は
所
期
の
成
果
を
収
め
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各
部
隊
及
び
各
隊
員
に
数
多 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

く
の
教
訓
事
項
を
残
し
て
異 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

状
な
く
終
了
し
た
。  

六    甲  （第５１号） 

 ＃１師団訓練検閲支援（兵站支援隊）  

２０１３年（平成２５年）８月３１日 ３ 

連
隊
Ｌ
Ａ
Ｍ
射
撃
訓
練 

 

応 

急 

出 

動 

準 

備 

訓 

練 
 

方
面
統
合
防
災
訓
練
（
Ｊ
Ｘ
Ｒ
） 

 糧食交付   師団整備所開設  

  受閲部隊を癒す「六甲の湯」    燃料交付  

 救護所開設  

 

師
団
兵
站
支
援
隊
は
整
備
支
援
班
、 

補
給
班
及
び
救
護
班
が
開
設
及
び
同 

行
し
、
整
備
支
援
班
は
車
両
４
件
、 

通
信
２
件
、
需
品
４
件
の
回
収
、
整 

備
等
、
補
給
支
援
班
は
糧
食
交
付
が 

喫
食
人
員
述
べ
約
１
３
，
６
０
０
人
、 

耐
久
品
約
１
．
２
ト
ン
、
携
行
食
約 

７
，
３
０
０
食
、
増
加
食
約
２
．
３ 

ト
ン
、
生
鮮
品
約
９
．
２
ト
ン
、
給 

水
支
援
が
約
２
ト
ン
、
燃
料
交
付
が 

軽
油
約
２
５
，
０
０
０
リ
ッ
ト
ル
、 

ガ
ソ
リ
ン
約
６
０
０
リ
ッ
ト
ル
、
灯 

油
約
２
０
０
リ
ッ
ト
ル
を
交
付
、
入 

浴
支
援
が
状
況
終
了
し
た
日
に
開
設 

し
、
受
閲
部
隊
の
４
７
８
人
入
浴
、 

救
護
班
は
診
察
、
救
護
、
後
送
等
、 

計
６
７
件
（
内
科
、
外
科
、
皮
膚
科
、 

そ
の
他
、
後
送
等
）
の
支
援
実
績
を 

あ
げ
、
第
１
次
師
団
訓
練
検
閲
の
円 

滑
な
実
施
に
寄
与
し
た
。 

 

ま
た
、
各
班
計
画
で
練
成
訓
練
を 

実
施
す
る
等
、
さ
ら
な
る
部
隊
の
精 

強
化
へ
と
邁
進
し
、
成
果
を
収
め
た
。 

 書庫内の簿冊等は全て搬出  

 倉庫内の物品も全て搬出  

 出陣式で勝ち鬨（どき）をあげる連隊  

 各部隊ごと隊容検査を実施  

 

連
隊
は
平
成
25
年
６
月
17
日
（
木
） 

か
ら
７
月
５
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
平 

成
25
年
度
自
衛
隊
統
合
防
災
演
習
（
25 

Ｊ
Ｘ
Ｒ
）
に
参
加
し
た
。 

 

訓
練
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
発 

災
後
４
夜
５
日
の
連
続
状
況
を
想
定
し
、 

当
初
、
事
前
教
育
等
が
実
施
さ
れ
、
じ 

後
、
７
月
１
日
か
ら
千
僧
駐
屯
地
に
お 

い
て
連
続
状
況
下
に
お
け
る
指
揮
所
訓 

練
に
、
連
隊
長
以
下
23
名
が
、
千
僧
駐 

屯
地
等
に
お
い
て
参
加
し
た
。 

 

７
月
５
日
、
訓
練
は
所
期
の
成
果
を
収 

め
て
異
状
な
く
終
了
し
た
。 

 

連
隊
は
、
第
１
整
備
大
隊
が
担
任
し 

て
、
平
成
25
年
７
月
８
日
（
月
）
か
ら 

10
日
（
水
）
の
間
、
千
僧
駐
屯
地
に
お 

い
て
射
撃
予
習
等
の
事
前
訓
練
を
実
施 

し
、
同
年
７
月
11
日
（
木
）
か
ら
13
日 

（
土
）
ま
で
の
間
、
日
本
原
演
習
場
に 

お
い
て
個
人
携
帯
対
戦
車
弾
射
撃
訓
練 

を
、
第
１
整
備
大
隊
本
部
付
隊
長 

黒 

木
１
尉
以
下
33
名
で
実
施
し
、
連
隊
各 

部
隊
に
お
け
る
射
手
を
養
成
す
る
と
と 

も
に
射
撃
練
度
の
向
上
を
図
っ
た
。 

 

 

連
隊
は
、
平
成
25
年
６
月
21
日
（
金
）
か
ら
29
日
（
土
）
の
間
、
あ
い
ば
野
演 

習
場
及
び
青
野
ヶ
原
演
習
場
で
実
施
さ
れ
た
第
１
次
師
団
訓
練
検
閲
に
お
い
て
師 

団
兵
站
支
援
隊
を
編
成
し
、
同
訓
練
検
閲
を
支
援
し
た
。 



 
連
隊
は
平
成
25
年
８
月
６
日
（
火
）
及
び
７
日
（
水
）
の 

２
日
間
、
千
僧
駐
屯
地
に
お
い
て
駐
屯
地
納
涼
行
事
に
参
加 

し
た
。 

 

ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ 

ら
ず
、
多
数
の
部
外
協
力 

者
及
び
連
隊
Ｏ
Ｂ
会
役
員 

の
方
々
を
は
じ
め
、
隊
員 

家
族
等
の
来
隊
を
い
た
だ 

き
現
役
隊
員
と
の
懇
親
を 

深
め
る
事
が
出
来
た
。
ま 

た
、
部
隊
対
抗
盆
踊
り
コ 

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
各 

部
隊
は
趣
向
を
凝
ら
し
た 

踊
り
を
披
露
し
、
補
給
隊 

新
隊
員
教
育
隊
チ
ー
ム
は 

観
客
の
目
を
釘
付
け
に
し 

た
奇
抜
な
衣
装
と
華
麗
な 

踊
り
で
見
事
「
伊
丹
市
長 

賞
（
優
勝
）
」
を
勝
ち
取
っ
た
。 

こ
の
ほ
か
、
各
部
隊
は
模
擬
売
店 

を
出
店
し
、
美
味
し
い
食
べ
物
の 

提
供
や
子
供
向
け
の
催
し
に
よ
り 

来
隊
者
を
楽
し
ま
せ
た
。
隊
員
も 

家
族
と
職
場
で
の
貴
重
な
時
間
を 

過
ご
し
、
盛
況
に
終
了
し
た
。 

六    甲  第５１号 ２０１３年（平成２５年）８月３１日 ４ 

 

毎
月
、
月
末
点
検
時
に
実
施
し
て
い
る
各
部
隊
選
抜
さ 

れ
た
陸
士
隊
員
を
対
象
と
し
た
各
種
項
目
の
優
秀
者
で
す
。 

 
  

６
月 

実
施
項
目 

個
人
用
対
戦
車
弾
の
射
撃
要
領
） 

 

補
給
隊 

 

菊
野
士
長
（
記
録 

46
秒
） 

 

７
月 

実
施
項
目 

防
護
マ
ス
ク
の
装
面 

 

補
給
隊 

 

川
端
士
長
（
記
録 

６
秒
５
） 

 

８
月 

実
施
項
目 

目
隠
し
で
の
小
銃
の
分
解
・
結
合 

 

本
部
付
隊 

藤
森
士
長 

総
合
１
位 

 
 
 
 
 
 

（
記
録 

分
解
１
分
13
秒 

結
合
１
分
55
秒
） 

 

補
給
隊 

 

森
内
士
長 

分
解
１
位
（
記
録 

１
分
12
秒
） 

 
 

輸 

送 

隊 

３
尉 

奥
村 

守 

装
備
改
善
認
定 

【
特
大
型
セ
ミ
ト
レ
ー

ラ
車
載
エ
ア
ホ
ー
ス
の

注
入
口
交
換
に
よ
る
車

両
整
備
の
容
易
性
】
が

認
め
ら
れ
、
陸
上
幕
僚

長
よ
り
認
定
書
授
与 

衛 

生 

隊 
 

士
長 

大
野 

孔
実 

 
 

〃 
 
 
 

士
長 

木
田 

美
里 

 

警
衛
上
番
中 

送
迎
ら
っ
ぱ
優
秀
に
よ
り 

師
団
長
よ
り
メ
ダ
ル
授
与 

補 

給 

隊 
 
 

 

３
曹 

井
置 

健 

一
般
体
育
課
程
「
曹
体
育
」 

に
お
い
て
自
衛
隊
体
育
学
校 

第
１
教
育
課
長
よ
り
表
彰 

２
整
大
３
直
支 

 
 

 

３
曹 

宗
像 

堅
太
郎 

初
級
陸
曹
火
器
整
備
課
程 

に
お
い
て
学
校
長
賞
受
賞 

２
整
大
２
普
直
支 

 
 

 

２
曹 

森
田 

尚
宏 

体
力
検
定
40
歳
未
満 

男
性
自
衛
官
の
部
ベ
ス
ト
戦
士 

２
整
大
２
普
直
支 

 
 

 
士
長 

中
田 

努 
 

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
（  

点
）
ベ
ス
ト
戦
士 

８１０ 

 連隊OB会役員の方々と  

談笑する現役隊員 

 来賓の方々も多数参加  

隊
員
家
族
も
参
加
し
、 

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
た
。 

 伊丹市長賞を受賞した補給隊新隊員チーム  

 衛生隊新隊員チーム  

大
盛
況
の
各
部
隊
模
擬
売
店 

 大野士長  

 木田士長  

 

師
団
ベ
ス
ト
戦
士
と
は
、
平
成
24
年
度
に
実
施
さ
れ
た
小
火
器 

射
撃
検
定
・
体
力
検
定
・
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
で
師
団
内
に
お
け
る
成
績 

優
秀
者
を
ベ
ス
ト
戦
士
と
し
て
、
師
団
最
先
任
上
級
曹
長
か
ら
表 

彰
さ
れ
る
も
の
で
、
連
隊
か
ら
「
体
力
検
定
40
歳
未
満
（
男
性
自 

衛
官
の
部
」
及
び
「
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
」
で
２
名
の
隊
員
が
ベ
ス
ト
戦 

士
と
し
て
褒
賞
及
び
記
念
メ
ダ
ル
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。 



六    甲  第５１号 ２０１３年（平成２５年）８月３１日 ５ 

７

月

転

出

者 

第
1
整
備
大
隊 

 

３
尉 

 

池
原 

麻
雄 

 

関
西
処
桂
（
桂
） 

 
 

 

３
曹 

 

財
賀 

雄
介 

 

兵
庫
地
本 

 
 

 
 第

２
整
備
大
隊 

 

１
曹 

 

梅
田 

浩
司 

 

関
西
処 

（
宇
治
） 

 
 

２
曹 

 

波
多
野
律
子 

 

８
後
支
連
（
北
熊
本
） 

 

補
給
隊 

 

１
曹 

 

吉
村 

明
彦 

 

中
即
団
付
（
座
間
） 

 

３
曹 

 

真
原 

令
子 

 

３
師
司
付
（
千
僧
） 

 
 衛

生
隊 

 

２
尉 

 

谷
口 

未
央 

 

阪
神
病
院
（
川
西
） 

 

２
曹 

 

南
本 

政
史 

 
 

教
大 

（
大
津
） 

８

月

転

入

者 

本
部
付
隊 

 
 

准
尉 

 

田
中 

清
己 

 

兵
庫
地
本 

 

曹
長 

 

有
田 

豊
徳 

 

中
方
付 

（
伊
丹
） 

 

第
２
整
備
大
隊 

 
 

１
曹 

 

安
井 

守 
 
 

伊
丹
駐
業
（
伊
丹
） 

 

２
曹 

 

飯
田 

円 
 
 
 

 

衛
生
隊 

 

２
尉 

 

奥
村 

朋
佳 

 

阪
神
病
院
（
川
西
） 

 

（
２
等
陸
佐
へ
） 

 
 

１
整
大
隊
長 

 

植
松 

佳
郎 

 
（
１
等
陸
尉
へ
） 

 
 

連
隊
本
部 

 
 

福
德 

敬 

 
 

１
整
大
工
作 

 

生
田 

雄
也 

 
 

補 

給 
隊 

 

梶 
 

貴
博 

 

（
２
等
陸
尉
へ
） 

 
 

１
整
大
本
部 

 
鉤 

 

豊
敏 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

當
舎 
義
宏 

 
 

 
 

１
整
大
火
車 

 

酒
井 
紘
一 

 
 

 

 
 

２
整
大
２
普 

 

松
井 

亮
二 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

池
田 

周
平 

 
 

補 

給 

隊 
 

米
倉 

啓
太 

 

（
准
陸
尉
へ
） 

 
 

１
整
大
本
部 

 

今
村 

嘉
宏 

 

（
陸
曹
長
へ
） 

 
 

本
部
付
隊 

 
 

出
口 

貴
人 

 
 

１
整
大
工
作 

 

寶
徳 

淳 

 
 

２
整
大
戦
車 

 

八
田 

秋
彦 

 
 

補 

給 

隊 
 

大
西 

一
男 

 
 

輸 

送 

隊 
 

河
津 

士
郎 

 
 

輸 

送 

隊 
 

笹
田 

康
生 

 

（
１
等
陸
曹
へ
） 

 
 

本
部
付
隊 

 
 

大
野 

剛 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

井
上 

盟
子 

 
 

１
整
大
本
付 
 

村
田 

光
陽 

 
 

１
整
大
火
車 

 

山
本 

将
生 

 
 

１
整
大
施
整 

 

東
條 

伸
一 

 
 

 
 

２
整
大
２
普 

 

谷
山 

浩
二 

 
 

輸 

送 

隊 
 

植
田 

哲
也 

 
 

衛 

生 

隊 
 

山
﨑 

幸
世 

 

（
２
等
陸
曹
へ
） 

 
 

本
部
付
隊 

 
 

石
井 

詠
子 

 
 

１
整
大
本
付 

 

由
井 

秀
弥 

 
 

１
整
大
施
設 

 

安
藤 

啓 

師
団
長
表
彰 

 
第
３
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
） 

 
 

連
隊
本
部 

 

２
佐 

山
田 

晃
太
郎 

 
 

本
部
付
隊 

 

曹
長 

井
上 

直
樹 

 
 

２
整
大
特
科 

１
曹 

野
﨑 

史
朗 

 

師
団
長
褒
賞 

 
 

本
部
付
隊 

 

曹
長 
安
達 

正
博 

 

連
隊
長
表
彰 

 

第
４
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
） 

 
 

連
隊
本
部 

 

２
尉 

大
嶋 

圭
介 

 

 
 

本
部
付
隊 

 

２
曹 

山
下 

悦
子 

 
 

１
整
大
本
付 

２
曹 

篠
原 

雅
博 

 
 

 

〃 

火
車 

２
曹 

藤
田 

雄
平 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

２
整
大
特
科 

１
尉 

折
原 

哲
士 

 
 

 

〃 

本
部 

２
尉 

竹
原 

知
宏 

 
 
 

〃 

３
普 

曹
長 

田
上 

祐
一 

 
 

 

〃 

高
射 

曹
長 

藤
井 

猛 

 
 

 

〃 

１
普 

曹
長 

安
田 

孝
雄 

 
 

 

〃 

２
普 

２
曹 

藤
岡 

真
也 

 
 
 

〃 

戦
車 

２
曹 

三
由 

充
宏 

 
 

補 

給 

隊 

１
曹 

古
賀 

和
弘 

 
 

 

〃 
 

 
 

３
曹 

真
原 

令
子 

 
 

 

〃 
 

 
 

３
曹 

遠
矢 

訓
明 

 
 

衛 

生 

隊 

２
曹 

南
本 

政
史 

 

 
 
 

〃 
 
 
 

２
曹 

小
嶋 

慎
司 

 
 

２
整
大
１
普 

 

西
田 

学 

 
 

２
整
大
３
普 

 

岡
本 

祥
史 

 
 

 
 

２
整
大
３
普 

 

上
田 

真
一
郎 

 
 

２
整
大
戦
車 

 

若
林 

貴
志 

 
 

補 

給 

隊 
 

三
枝 

史
明 

 

 
 
 
 

〃 
 
 
 

石
原 

知
明 

 

（
３
等
陸
曹
へ
） 

 
 

１
整
大
工
作 

 

益
川 

勝
至 

 
 

２
整
大
１
普 

 

青
木 

瑠
奈 

 
 

２
整
大
３
普 

 

宗
像 

堅
太
郎 

 
 

２
整
大
３
普 

 

吉
井 

達
郎 

 
 

補 

給 

隊 
 

三
木 

優
希 

 
 

補 

給 

隊 
 

長
野 

恭
子 

 
 
 

衛 

生 

隊 
 

東  
 

寿
典 

 
 
 
 

以
上
、
平
成
二
十
五
年
七
月
一
日
付 

折原１尉 

第１整備大隊へ 

（部内異動） 

第
２
整
備
大
隊 

特
科
直
接
支
援
隊
長 

渡邊１尉 

 第１整備大隊から  

（部内異動） 

第
２
整
備
大
隊 

特
科
直
接
支
援
隊
長 

 

第
４
級
賞
詞
（
業
務
改
善
） 

 
 

１
整
大
施
整 

２
曹 

西
川 

照
尊 

 

第
４
級
賞
詞
（
車
両
無
事
故
） 

 
 

輸 

送 

隊 

士
長 

古
寺 

正
直 

 

第
４
級
賞
詞
（
縁
故
募
集
） 

 
 

補 

給 

隊 

士
長 

吉
野 

瑛 
 

 

連
隊
長
表
彰 

 

第
５
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
） 

 
 

補 

給 

隊 

３
曹 

瀧
本 

典
子 

 

第
５
級
賞
詞
（
業
務
改
善
） 

 
 

本
部
付
隊 

 

２
曹 

島
袋 

綾
子 

 

連
隊
長
褒
賞 

 
 

本
部
付
隊 

 

２
曹 

炭
谷 

充
明 

 
 
 

〃 
 
 
 

３
曹 

坂
東 

潤
也 

 
 

１
整
大
本
付 

１
曹 

滝
本 

新
二 

 

 
 

２
整
大
本
付 

３
曹 

神
田 

政
志 

 
 

補 

給 

隊 

３
曹 

鈴
木 

洋
平 

 

 
 

輸 

送 

隊 

１
曹 

植
田 

哲
也 

 
 

衛 

生 

隊 

２
曹 

今
泉 

大
輔 

 
 
 
 
 
※

所
属
は
受
賞
当
時
の
部
隊 

109 36 
普
連 

（
伊
丹
） 

 連隊長統率方針  
 

命と炎 

 

連隊長要望事項 
 

 生せばなる  
 

前 へ 



 

読
者
の
皆
さ
ん
、
「
六
甲
」
を
ご
愛
読
下
さ
い 

ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

夏
も
終
わ
り
を
迎
え
よ
う
と
し
、
朝
晩
が
だ
い 

ぶ
涼
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。 

 

今
回
の
第
51
号
か
ら
「
六
甲
」
の
編
集
部
を
立 

ち
上
げ
、
新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
制
作
・
編
集
し
ま 

し
た
。 

 

連
隊
は
、
２
四
半
期
か
ら
３
四
半
期
に
か
け
て 

訓
練
、
支
援
、
各
種
記
録
会
等
、
最
盛
期
を
迎
え 

ま
す
が
、
日
本
一
の
連
隊
を
目
指
し
、
前
へ
と
進 

み
ま
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

 

連
隊
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
て
い
ま 

す
。 

 
 

携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
ご
自
宅
の 

パ
ソ
コ
ン
等
か
ら
第
三
後
方
支
援
連
隊
の
ホ
ー 

ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

 
 
 

 

ア
ク
セ
ス
方
法
：
「
第
三
後
方
支
援
連
隊
」
を 

検
索→

「
第
三
後
方
支
援
連
隊
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ 

Ｐ 

Ａ
Ｇ
Ｅ
」→

を
ク
リ
ッ
ク
！ 

 

ア
ド
レ
ス 

 
ww

w.mod
.go

.jp/g
sdf

/m
ae/

3 
   

６ 

 

転
出
、
任
期
満
了
退
職
及
び
定
年
退
官
さ
れ
る
皆
様
へ
の
ご
案
内
で
す
。 

 

連
隊
Ｏ
Ｂ
会
で
は
、
第
三
後
方
支
援
連
隊
Ｏ
Ｂ
会
会
員
相
互
の
親
睦
及 

び
連
携
を
深
め
る
と
と
も
に
、
第
三
後
方
支
援
連
隊
の
活
動
及
び
行
事
等 

を
後
援
し
て
、
そ
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
す
る
会 

で
す
。 

 

Ｏ
Ｂ
会
発
展
の
た
め
、
入
会
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

入
会
さ
れ
る
方
は
、
各
部
隊
人
事
担
当
者
ま
で
。 

3d/3l
og/

ind
ex.

ht
ml 

坂
口
３
尉 

久
松
２
曹 

田
中
准
尉 

広
報
幹
部 

広
報
准
尉 

編
集
長
（広
報
陸
曹
） 

六    甲  第５１号 ２０１３年（平成２５年）８月３１日 

１ 

２ 

３ 

４ 

第
２
整
備
大
隊 

松
永
曹
長 

編
集
部
要
員 

補
給
隊 

小
田
３
曹 

編
集
部
要
員 

衛
生
隊 

中
川
士
長 

編
集
部
要
員 

連 

隊 

付 
２
等
陸
佐 

宮
武 

慎 
 

（
第
10
代
副
連
隊
長
） 

衛 

生 

隊 

陸
曹
長 

 

谷
口 

誠
一 

 ８月７日付  

永年の勤務 

 お疲れ様でした 

 ７月５日付  

 

平
成
25
年
５
月
14
日
（
火
）
、 

連
隊
に
軍
事
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の 

井
上
和
彦
氏
が
２
度
目
の
来
隊
を 

さ
れ
、
同
伴
で
日
本
文
化
チ
ャ
ン 

ネ
ル
桜
二
千
人
委
員
会
練
馬
支
部 

長
の
鈴
木
正
人
氏
が
来
隊
さ
れ
た
。 

 

今
回
で
２
度
目
と
な
る
井
上 

氏
に
対
し
、
連
隊
は
歓
迎
の
意 

を
込
め
て
、
ら
っ
ぱ
吹
奏
展
示 

（
吹
奏:

補
給
隊 

廣
瀬
士
長
） 

を
実
施
し
た
。 

 

ま
た
、
１
整
大
整
備
実
習
場 

３
階
訓
練
準
備
室
に
お
い
て
、 

同
氏
の
ご
厚
意
で
記
念
講
話
を 

実
施
し
て
頂
き
、
短
時
間
で
は 

あ
っ
た
が
、
非
常
に
心
に
残
る 

思
い
出
深
い
１
日
と
な
っ
た
。 

 井上氏と鈴木氏を囲んで記念撮影  

 井上氏の講話に隊員も興味津々でした  

『中身は ・ ・ ・ ！』 

 

動
き
メ
ッ
チ
ャ
い 

い
！ 

 

※

伊
丹
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「た
み
ま
る
」（左
）と
兵
庫
県
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「は
ば
タ
ン
」（右
） 

作： 衛生隊 中川士長 


